
昭和 11年より 13年までの日本附近に

於ける地震エネノレギーの分布

穏 岡 ー早

$3 t 緒論地殻の表層は常に活動して居れそのエネ)1.-ギ{は;或ひはま登山

作用，地裁嬰重力，或ひは地震3 火山活動， i勇泉等とし七消費されてゐる。筆者

は鷺坂先生の御指導により最近三ヶ年間K於ける本邦附近の地震活動のエネル

ギー分布を調去した。

地震のエネルキーに関してては此れ迄鷺坂先生が極々研究を議表されてゐる

がp 此慮で、は此等の研究を基礎として簡翠な方法によってtネルギ F を概算す

るζ とにした。材料と Lては筑象要覧を用.ひ小直域地震以下のものは省き，額

著及び粕顕著地震にういて調査した。賞際の値より見て小直竣地震以下のもの

は省略しで差支へ友い程度に充号 責主 1園 E建設地震のエネルギーと

分小さいものである。策象要費

に掲載せる地震のみによれ且

遼地地震を省略せるが故K取扱

ったものは本邦及びその附近に e 唱

起った地震に限られてゐる。叉

浅勝也震と深夜地震は共の分布

が還を〈異友れ叉此鹿氏ヱネル

ギーを算出する鴛に用ひる方法

も異なるから別々に取扱ふ事と

する。
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ち2漢護地震のエネルギーの 初

計算法 浅Z竣愛地震のヱ不Jルレ宅 γ
. 

Iは士驚坂先生が北伊豆地震'〈3t丹

後地震な~.について計算されて

く440、

有感半径との蹄係

明1111酬附k，地



ゐるが此等¢地震に於ける、ヱネルギーとその有感区域の半径との聞には第一固

に示す様え関係、があるマ本鏡鷺坂報文参J!の0故に海設地援のキネルギ{を概

算するには震度分布簡を作れその有感半径を求めれば第一・闘によってヱネJレ

ギιの大髄ゐf白:を知るととが出来る。しかし若干の地震は震度分布闘より遁嘗

なる有感牛径を決定する事が出来危いので2 既に有感宇径の決定したものにつ

き震夫距離と最大振幅を爾軸とした闘表第2闘の如きものを作製し， との闘の

集
。.. 間

16011 宮000

中民有感牛径を求むべき地震の

Ilh線長挿入して比較し相等する

.有感牛径を決めた。叉第・1表に

於ける No.26，.No.27の地震

は上記二種の方法ι何れも:適用

.し難いL，叉深夜地震乏迄は云

へないがそι震源の深さはかな

り深い様であるからち4で述べ

るi架設地震に於ける概算法を用

ひてヱネルギーを算出した。

~3 養毅地震6エネルギー分布 昭和 11年より 13年に到る問む顕著及び
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ヨ突に示す第3闘は震央

の分布闘，第4闘はエネ

ルギー分γ布闘である。第

，4闘に於てほ緯度・経度各

-.45分及び15分陀て仕切

:りその区間のエネルギ戸

線和を示す。

詩4 深護地震のZネ

JI，.ギー概算法深夜地震

のヱーネルギーは各観測所

の地震動から各地震につ

いて求めるとと目が出来2
;が此の方法は非常に手数ー

11 • '. 〆

;を要する。共£議震機構， ー回顧著地震 ・精頴著地震
脅~4 間浅費地震のエネルギ戸分布固く昭和11~.. ; .. ，13!年〉
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:布等の関係 ' ー
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紫し得る

合は極め

て少い。叉

本多技官

官芝震機構に
1" J， IJi'" • • I 

倒する常数 i r〈 み ! 
ilt を求むれ~ I . .，:s' 一市 ! 
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、(()21を求めるととも亦簡翠で、たい。依"'9.;-c此庭に深設地震ゐ土ネルギーの概算

の値を推定する1喜多Cの二つり簡便法を用ひる事にする。

A 第 5闘は鷺坂先生の求められた人身感受と 2lとの関係、を示す曲線であ

， 書写 5園

6 

: 

-

/ 

4o:o ].1'ソ 2，0

_~OglO 1:制 F

tは観測，&'fを示し，.nは其庭の震度

の階級を示す教をー表はず

るp 邸ち中央集象豪の震度階級 I，11，

III等につき犬-々 1，'2，3め weightを

輿へj 一つの地震につき各測候所で、観

測された各震度の個所教に犬々weight

を掛けて加へたものを考ヘ，その封数

そ横軸に取り loglo~ を縦軸にとって

そめ閉め関係を表したものである。と

の闘を用ひて loglo~を知り更に第 7

留によってヱネルギーの概算値を知

ミ0・ るo

~ B" i寒褒地震に於ては遇常S相中に

最大動を生じ，共の各地観測の平均週

期 1'{;を横軸に lOglO~::を縦軸にとると第 6 国の如き曲線が得られ右。故に

第・6闘と第7闘を用ふればp 週期よりそのエネルギんを推定することが出来

る。第 7闘は loglo&を縦軸に loglolVーを横軸にとっ七&と lV(エネルギ

←〉の関係左表したものである。第5国・第6聞及び第7圏に記入された薮測位

は鷺坂先生の報文〈験震時報"第10巻第 3銃参照〉によるものであり，之ーに

より曲線からエネルギーーを求めた誤差の範聞は相嘗大きい事が想定される O

賞主 6" 間
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10訟の ordel''K遼する地震はさつであった。

浅設及深夜地震のエネルギーを一括して示せば弐の通りであるo

貴章 3 表 イ車位 eq';

年 次 i浅設地震|深護地震 計、

昭和 11年 132 × WI!21 × W1i53xml

昭柄I12年 :26 x l02~. 1.2 X 附 :2.6 )(則

昭ー和， 13年.I 4.1 X 1022 十 1.2 x 1<r1可 4:2 X 1022 

計 .1.0， X 10~2 一戸弓rj-zJiO22

以上の様な万法で長期間調主主すればヱネルギーの移動，治長たεも判る諜で

あるが三ヶ年間の調査では何とも云へたし九極めて小さい地震まで考ヘに入れ

る時は地震は日夜殆ん~主主.額的に起ってゐる c しかし或程度以上大規模友地震

(457. ) 



を考へるときには突設的であると云ってよいであらう。又同じく綴著地震であ

ってもその規模比ょっτ非常に大小の差が大きく敷・百数千数高倍の相違があ

る。 Lたがって地震ヱネルギーの年々，月々の消長はか友りに大きい。との三

年間の地震活動に於ても昭和十三年は昭和十一年の十倍も活動じだ事が判る。

最後に修始懇切えにる御指導を賜つ?と鷺坂先生に厚く感謝致.します。
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